
 

令和元年度「英語教育実施状況調査」の結果について 
 
 

○ 調査の概要： 

文部科学省が、公立小・中・高等学校における英語教育状況について毎年調査を実施。生徒の英  
語力（対象生徒：中学３年生、高校３年生）に関すること、英語を使用する機会の増加に関するこ 
と、英語担当教員の英語力・指導力等に関すること、英語の授業におけるＩＣＴ機器の活用状況等 
の項目について調査。（令和元年１２月１日が調査の基準）  

 

（１）生徒の英語力の状況 ＊国が示す目標値 ５０．０％ （ ）は昨年度 

【生徒】求められる英語力（割合）
 

R1 全国 全国順位 九州順位 

高等学校  CEFR A2 レベル 
英検準２級以上を取得している生徒及

び相当程度の英語力を有すると思われ

る生徒 

４０．４％ 

（４３．８％） 

４３．６％ 

（４０．２％）
 ３９位 

（１１位） 

６位 

（２位） 

中学校  CEFR A1 レベル 
英検３級以上を取得している生徒及び

相当程度の英語力を有すると思われる

生徒 

３８．２％ 

（３９．５％） 

４４．０％ 

（４２．６％） 

３１位 

（２４位） 

５位 

（４位） 

 ＊中学校の全国順位は、政令指定都市を除いた順位 

（２）教員の英語力の状況 ＊国が示す目標値 高校７５．０％、中学：５０．０％ 

（ ）は昨年度 

【教員】求められる英語力（割合） R1 全国 全国順位 九州順位 

高等学校   CEFR B2 レベル 
英検準１級以上を取得している教員 

６６．７％ 

（７７．４％） 

７２．０％ 

（６８．２％）
 ３４位 

（１５位） 

７位 

（４位） 

中学校    CEFR B2 レベル 
英検準１級以上を取得している教員 

４０．９％ 

（４４．４％） 

３８．１％ 

（３６．２％） 

１４位 

（７位） 

３位 

（２位） 

＊中学校の全国順位は、政令指定都市を除いた順位 

 

◎今後の方針（検討事項） 

①生徒の資格取得促進のため受験機会の創出 

受験経験者数 中学校（３８.７％）３６５７人／９４４５人（調査数） 

高校 （４９.３％）３４８４人／７０７０人（調査数） 

       ＊中高ともに、受験経験者数５０％以下 

中学生資格取得者数 ２０２１人 
高校生資格取得者数 専門科・総合学科８７人・普通科２２１１人・ 国際科２３人／３４人 

＊高校では専門科・総合学科の受験経験者数が課題 

  

②授業評価と CEFR 評価を関連付けて生徒に示すシステムの構築 

授業での評価を CEFR 評価化し生徒へ提示 （生徒が各自の英語力を日常の授業から CEFR で把握） 
⇒ 生徒の資格取得に挑戦する目標の指標 
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